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幼児教育 165（20.7％） 140（20.0％） 136（21.1％）
児童教育 92（11.6％） 92（13.2％） 85（13.2％）
人間発達心理 138（17.3％） 119（17.0％） 109（16.9％）
食物栄養 129（16.2％） 106（15.2％） 105（16.3％）
人間福祉 48 （6.0％） 23 （3.3％） 21 （3.3％）
生活情報 120（15.1％） 122（17.5％） 106（16.5％）
メディア・コミュニケーション 96（12.1％） 90（12.9％） 82（12.7％）
不明（無記入） 8 （1.0％） 7 （1.0％）
































フトでは「 1 文字入力」、「 2 編集機能（コピー､
貼り付け）の使用」、「 3 図表入り文書の作成」、「 4
複雑なレイアウトや定型文書（ビジネス文書）の
作成」、表計算ソフトでは「 1 セルへのデータ入
力と表の作成」、「 2 式を使った計算」、「 3 グラフ
作成」、「 4 関数や条件式の使用」、プレゼンテー
ションソフトでは「 1 文字だけのスライド作成」、
「 2 画像入りのスライド作成」、「 3 グラフ入りの
スライド作成」、「 4 アニメーション機能の使用」、
メールでは「 1 メール送信」、「 2 宛先の使い分け
（CC、BCC など）」、「 3 添付ファイルの送信」、「 4
相手に応じた文面の使い分けなどメールマナー」、
インターネットでは「 1 URL入力によるWebペー
ジ閲覧」、「 2 検索エンジンの使用」、「 3 ソフトや
















IT は社会にとって重要である」、「 2 ．IT の知識
や技術があると女性が仕事をしていく上で有利で
ある」、「 3 ．IT のおかげで勉強や仕事はもっと
おもしろいものになる」、「 4 ．IT は私たちの生
活を豊かにしてくれる」、「 5 ．先進国であり続け
るために IT は必要である」、「 6 ．IT に頼りすぎ




























































































































授業への期待度 3.18 0.55 792
授業への不安 2.84 0.75 792
授業への意欲 3.36 0.55 791













































1．ワープロソフト 31 3.9％ 795
2．表計算ソフト 175 22.5％ 777
3．プレゼンテーションソフト 202 25.6％ 788
4．メール 58 7.3％ 795









子 1 に負荷量の高い項目、因子 2 に負荷量の高い
項目が同一であったため、因子 1 に負荷量の高
かった 5 項目を情報技術に対する肯定的意識（以







受講前、受講後の IT 肯定意識、IT 否定意識の平









































































































































因子Ⅰ 因子Ⅱ 共通性 因子Ⅰ 因子Ⅱ 共通性
4 ITは私たちの生活を豊かにしてくれる .70 -.13 .51 .72 .04 .51
5 先進国であり続けるためにITは必要である .66 .07 .44 .68 .08 .47
3 ITのおかげで勉強や仕事はもっとおもしろいものになる .65 -.05 .42 .66 .01 .44
2 ITの知識や技術があると女性が仕事をしていく上で有利である .55 .13 .32 .63 .11 .41
1 ITは社会にとって重要である .55 .04 .30 .64 .08 .42
7 ITにより人間の生活はますますストレスが多くなる -.01 .66 .44 .02 .73 .54
6 ITに頼りすぎると人間関係が希薄になる .01 .58 .34 .10 .68 .47
8 ITによりプライバシーの流出など情報の安全を守れない .04 .50 .25 .06 .54 .30
固有値 1.96 1.07 2.24 1.32
寄与率 24.47 13.36 28.02 16.47
























































































p=.053）。それぞれ Tukey の HSD 法による多重
比較を行ったところ、教科書のわかりやすさにつ
いては、自分用 PC 所有群と PC なし群、家族と























情報処理操作への興味 3.01 0.64 671
情報処理操作への不安 2.64 0.71 673
情報処理操作への意欲 2.96 0.59 673







































3.1 3.2 3.0 F（2,631）=2.09
0.64 0.65 0.46
170 434 30
†p=.10,＊＊p<.01　アルファベットは多重比較の結果を表す。
同一のアルファベット間には有意差なし
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考　察
本研究では、十文字学園女子大学の基礎的情報
教育科目である「情報処理演習Ⅰ」（前期）の授
業開始時と、「情報処理演習Ⅱ」（後期）の授業終
了時に実施した、情報スキルの実態と情報スキル
に対する意識についての調査結果に基づき、大学
新入生の入学時のコンピュータ利用状況と授業参
加への意識の実態、授業受講前後での操作技能の
向上、授業受講後の教科書の評価、授業後の情報
処理操作への意識、目標レベル達成度を検討した。
大学新入生の入学時のコンピュータ利用状況と
情報教育への意識について、本研究の結果から、
大多数の学生が大学入学時までにコンピュータの
利用経験を持っており、インターネット、メール、
ブログ、SNS、ツイッターを利用し、自宅にパソ
コンを使える環境を持っていることが明らかに
なった。このことはコンピュータの一般家庭への
普及や SNS、ツイッターなどが携帯電話、スマー
トフォンといった高校生にとっても身近なツール
で利用可能になってきたことが背景にあると考え
られる。こうした現状を受けて、ほぼ全員がコン
ピュータを利用した経験があることを前提に大学
初年次の情報教育科目をスタートできることが示
唆される。ただしそのスキルや利用環境には格差
があると思われる。例えば、パソコン所有してい
る学生には家族と共用の学生が多いため、実際に
どのくらい本人が利用できる環境か不明である。
今後、入学時のコンピュータスキルのレベルや自
宅にパソコンがある場合学生本人がどの程度利用
可能な環境かというより詳しい実態を把握する必
要があると思われる。またごく少数だがコン
ピュータの利用経験が乏しく自宅にも使える環境
を持たない学生がみられた。こうしたパソコン利
用経験の極端に少ない学生が大学での基礎的情報
教育科目において早期に脱落しないよう、該当す
る学生を把握し支援体制を確立しておくことも今
後の課題だと思われる。
次に、授業受講の学習効果として、受講前後で
のコンピュータスキルの変化、情報技術に対する
意識の変化を検討した。まずコンピュータスキル
については、授業で取り上げた、ワープロ、表計
算、プレゼンテーション、メール、インターネッ
トの 5 つのソフト別に操作技能の向上がみられる
かを検討した。ワープロソフトはほとんどの受講
生が使用した経験があったが、受講により図表入
りの文書や複雑なレイアウトの文書を作成するこ
とができるようになった。表計算ソフトでは、授
業開始時には 2 割以上の学生が使用経験を持たな
い、いわばなじみの薄いソフトであったと思われ
るが、受講を通してグラフ作成、式を使った計算
ができ、関数や条件式が使えるようになっていた。
これらの操作は情報処理演習Ⅱの中で個別に単元
を設けて学習している内容である。表計算ソフト
については受講による学習効果がきわめて高いと
いってよいだろう。プレゼンテーションソフトも
なじみの薄いソフトであった。しかしここでも、
文字や画像の入ったスライドだけでなく、グラフ
入りのスライド作成やアニメーション機能の使用
での技術習得がみられた。プレゼンテーションソ
フトの演習は前期の情報処理演習Ⅰの中で数回の
コマ数がとられているだけであるが、少ない回数
ながらも十分な効果を上げているといえる。メー
ルソフトやインターネットの基本操作では受講に
よる大きな変化がみられなかったが、これは授業
前から既に受講生たちはメールやインターネット
を使いこなしていたためだと考えられる。ただし、
Web ページの作成についてはできるようになっ
た学生が受講後に増加していた。情報処理演習Ⅱ
では表計算ソフトと並んで Web ページの作成に
時間を割いており、その成果が現れている。これ
らのことから、情報処理演習Ⅰ・Ⅱで習得に力を
入れている各ソフトの操作技能は、受講によって
概ね向上していることがわかり、十分な学習効果
が確認されたといえる。
情報技術に対する意識については IT 肯定意識
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と IT 否定意識に分けて受講前後の変化を検討し
た。その結果、IT 肯定意識は受講前に比べて受
講後に低下し、IT 否定意識は逆に高まっていた。
知念・金崎（2009）は高校での教科 ｢情報」の履
修で、それまで未知であった情報について様子を
知ることができるようになったことがかえって否
定的な意識を高めてしまう効果をもつ可能性を指
摘している。本研究の結果も、受講によって情報
技術に対する意識がより否定的に変わったと考え
ることができるかもしれないが、むしろ受講に
よって情報技術に対する全般的な理解が深まった
結果だと捉えた方が適切だと思われる。IT 否定
意識の上昇は情報技術を否定的に見ているという
よりも情報技術の問題点についてより正しい知識
を身につけることができたことを表しているのだ
ろう。つまり、受講前には、コンピュータが使え
れば生活が豊かになる、現代社会ではコンピュー
タが重要である、といったコンピュータの有用性
や肯定的な面だけを過大評価していた受講生たち
が、 1 年間の情報処理演習の受講を通して、情報
技術の肯定的な面も否定的な面もあわせて見るこ
とができるようになったということである。情報
技術を多面的に理解することができるようになっ
たという点で、ここでも学習効果がみられたと
いってよいだろう。
使用した教科書については、多くの受講生から、
わかりやすく、練習問題の難易度は適度であり、
使いやすく、役に立ったと評価されていた。よっ
て、情報処理演習のために独自に作成した教科書
が有用なものであり学生の受講の助けとなったこ
とがわかる。しかしながら、パソコン利用環境別
の分析からは、自宅にパソコンを持っている学生
に比べて持っていない受講生にとっては、わかり
にくく練習問題も難しいものだったことがわかっ
た。このことは作成した教科書が、ある程度パソ
コンの利用経験を持つ受講生にとって適度なレベ
ルであり、利用経験のきわめて少ない初学者に
とっては必ずしも適切なレベルではなかったこと
を示唆している。今後、特に初学者にとってわか
りにくい点や使いにくい点を洗い出して改善して
いくことが必要だといえる。
授業後の情報処理操作への意識についての結果
からは、全体として情報処理操作への興味や意欲
が高く、学科の他の授業に役立つという評価が高
かった。おそらく情報処理演習と並行して行われ
る学科の様々な授業では、レポートの作成やデー
タ分析、プレゼンテーションなどの機会があった
と思われる。そのようなときにこの情報処理演習
で学習した操作技能が役に立ったのであろう。
習ったことが他で役に立ったという経験はさらに
興味や意欲を高める効果があると思われる。今後、
授業間で連携して、学習した操作技能を活かせる
場面をより多く設定するなどの工夫も考えられる
だろう。
最後に本研究を踏まえて今後の課題について述
べたい。まず授業開始時に受講生の目標レベルを
明確にしておく必要があるという点である。本研
究では事後調査において受講後の目標レベルへの
到達について尋ねたが、そもそも授業開始時に受
講生の目標を明確に決めさせたわけではなかった
ため、この質問があまり意味をなさなかったと思
われる。実際に結果では、受講後の目標レベルへ
の到達についての自己評価は、ワープロ、表計算、
プレゼンテーション、メール、インターネットの
各ソフトとも「目標に到達できた」と回答した学
生が 3 割前後であった。この低い比率は、元々目
標が明確でなかったため目標レベルに到達したか
否かを判断できずに肯定率が伸びなかったのだと
考えられる。今後、授業開始時に、取り上げるソ
フトウェアの様々な技術を難易度の観点からラン
ク付けしたものを受講生に呈示し、どのくらいの
スキルを身につけたいか自己目標を明確にさせ、
受講中にもできるようになったことを記録させて
いくといった“スキル習得チェック”をさせるこ
とも有用だと思われる。自分のスキルの上達を実
感できることから、授業へのモチベーションの持
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続や達成感、充実感を高める効果が期待できるだ
ろう。
もう一点は操作技能の習得によって情報技術に
対する否定的な意識までも高まらないよう工夫す
ることである。知念・金崎（2009）も指摘するよ
うに、実際にソフトの操作技能の習得を目指す学
生の中には自分に向いていないと思ったり、スキ
ルの習得に手こずった経験から苦痛を感じようる
ようになった学生もいる。本研究の結果でも情報
処理演習の受講により情報技術に対する否定的な
意識も高まる可能性が示された。結果を見る限り
では、この否定的意識が意欲や興味の低下にはつ
ながっていないようである。しかしながら情報技
術のネガティブな面に注目することは動機づけの
低下につながる恐れも充分に考えられる。特に気
をつけるべきは、パソコン利用経験の少ない学生
であろう。今後、各ソフトの操作技能の習得を目
指す中で否定的な意識が高まらないような工夫を
考えていくことが必要だと思われる。
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